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要  旨 
非線形制御理論において，リアプノフの安定定理は安定解析・制御系設計に関する最も重要な定理で
あり，非線形制御理論の根底を成す定理である．しかし，リアプノフの安定定理の要求「平衡点では0 




また，「d サンプル間離れた時刻の関数V をそれぞれk サンプル時刻分足し合わせた値の差分を考え
ることで，V がサンプル時間t に対して必ずしも単調減少でなくても，x は漸近安定と同等の制御性
能を保証することができる」といった定理を導出することで，リアプノフの安定定理を緩和した．さ
らに同様の緩和手法を用いて，時変システムの安定定理，不変定理，時変システム不変定理，指数安











ング制御則と Piecewise 関数Vを用いて，さらに条件を緩くすることを試みた．スイッチング制御則と 
Piecewise関数を用いた場合のTakagi-Sugenoファジィシステムの解析，制御系設計条件は，いまだ有効
な数値解析手法が確立されていない，双線形行列不等式となる．この条件の解を得るために本研究で
は，群粒子最適化法を一部の最適化変数に適用することで，条件を行列不等式に帰着させた． 
 
